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ダ
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加
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上
野
キ
ヨ
、
宮
田
貞
子
、
佐
藤
す
み
江
、
若
村
貴
世
子
、
斎

恵
美
子
、
友
近
洋
子
、
金
丸
徐
子
、
飯
島
義
江
、
若
村
勝
昭
、

服
部
美
千
代
、
山
口
駿
三
、
岩
井
康
子
、
小
池
述
史
、
馬
場

清
士
、
涌
井
良
明
、
大
村
巌
、
鈴
木
政
三
、
新
井
田
英
子
、

山
崎
富
美
江
、
小
松
勲
、
小
松
月
子
、
山
口
秀
子
、
安
田
三

恵
子
、
原
口
ま
り
こ
、
小
村
井
好
枝 
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２
７
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費 
 
 
 

用 

交
通
費
２
，
６
６
０
円
（
品
川
駅
―
三
崎
口
駅(

往
復)

１
，

８
０
０
円 

三
崎
口
―
城
ヶ
島(
往
復) 

バ
ス
代
８

６
０
円
） 

忘
年
会
費
（
男
性
５
，
０
０
０
円 

女
性
４
，
０
０
０
円
） 

コ
ー
ス
タ
イ
ム 

三
崎
口
駅
（
九
時
一
八
分
〜
九
時
三
三
分
バ
ス
）
白
秋
碑

前(

一
〇
時
〇
〇
分)

安
房
崎(

一
〇
時
四
八
分
〜
一
一
時
二

五
分
昼
食)

馬ﾉ

背
洞
門(

一
二
時
一
五
分
〜
一
二
時
二
〇

分)

バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル(

一
二
時
五
五
分
〜
一
三
時
）
三
崎
港

(

一
三
時
二
〇
分
〜
一
四
時 

三
崎
港
散
策)

三
崎
館
本
店
忘

年
会(

一
四
時
〜
一
六
時)

三
崎
港
バ
ス
停(

一
六
時
三
五
分

バ
ス)

三
崎
口
駅(

一
六
時
五
五
分
〜
一
七
時
） 

 
 

 

今
年
も
は
や
師
走
と
な
り
一
年

の
締
め
く
く
り
と
し
て
忘
年
山
行

を
行
い
ま
し
た
。
十
二
月
と
も
思
え

な
い
よ
う
な
穏
や
か
で
温
か
い
日

和
の
中
、
城
ヶ
島
を
一
周
、
ま
た
三

崎
港
の
海
南
神
社
と
最
福
寺
を
参
拝
後
、
港
の
す
ぐ
前
の

三
崎
館
本
店
に
。
若
村
会
長
の
乾
杯
の
音
頭
で
忘
年
会
が

始
ま
り
ま
し
た
。
巨
大
マ
グ
ロ
の
頭
の
カ
ブ
ト
焼
き
が
出

る
ま
ぐ
ろ
づ
く
し
料
理
は
ひ
と
汗
か
い
た
後
に
は
一
段

と
お
い
し
く
頂
き
ま
し
た
。
今
年
一
年
何
事
も
無
く
無
事

に
過
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
こ
と
、
ま
た
会
員
と
共
に

幾
つ
も
の
山
々
で
感
動
を
共
有
出
来
た
こ
と
に
感
謝

し
ま
し
た
。
来
年
も
健
康
で
こ
ぶ
し
会
の
会
員
で
あ
る

こ
と
を
喜
べ
る
よ
う
に
と
願
い
ま
し
た
。
岩
井
さ
ん
今

年
も
手
書
き
の
座
席
カ
ー
ド
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 （

記
・
横
山 

玲
子
） 


